様式3
サウンディング型市場調査 ヒアリングシート
	商号又は名称
	

	所在
	

	担当者
	（氏名）

	連絡先
	（電話）
（メール）



【必須】 問１　事業参画への意向
⑴　参画意向
現時点で本事業に参画の意向はありますか。（1つに☑）
	☐ 参画に関心がある
☐ 条件次第で参画に関心がある
☐ 参画への関心は低い
☐ 現時点では判断できない

	（補足）



⑵　参画形態
想定される貴社の参画形態を選択肢の中から選んでください。（1つに☑）
	☐ 代表企業
☐ 構成員（共同企業体等）
☐ その他


【任意】 問２　管理運営事業全体についての意見・提案
①　事業者から見た施設のポテンシャルと課題について
	





②　応募するための条件と課題について
	





③　ノウハウを活用したサービスの向上について
	





④　効果的・効率的な管理について
	





問３　町が特に検討したい事項（人員・収入・参入条件）
	①
	運営の前提と収益の扱い（温水プール施設／年間・税込・千円単位）


町と事業者の費用の負担区分は、次のとおり想定しています。この区分を前提に、温水プール施設（プール・温浴・トレーニング室）についてご回答ください。
	費用・収入の内容
	負担・帰属
	考え方

	施設維持管理費 （建物本体・主要設備の大規模保守・修繕）
	町 負担
	建物・受変電・空調熱源・プールろ過装置等の大規模な維持。本シートの対象外。

	基幹運営費 （人件費・日常運営委託・消耗品等）
	委託料の 中核
	施設を開けておくために必要な固定的な運営費。指定管理料の中核となる部分。
※ 小破修繕費は、町が定額を計上し実費で清算する清算項目とします。

	光熱水費 （特にガス代が大）
	町 負担（実費）
	施設仕様と運転条件でほぼ決まるため、指定管理業務に係る部分は町が負担することを想定。前提へのご意見を伺う（A-5）。

	一般利用収入 （通常営業の利用料）
	事業者収入 （一部還元）
	利用料金制により指定管理者の収入。基準額を超える増収分の一部を町へ還元し、集客（特に温浴）のインセンティブとする。

	自主事業 （スクール・教室等）
	事業者 （経費負担）
	経費は事業者負担。収入の大半は事業者に帰属。事業者の創意工夫の領域。



A-1　【必須】 【町の想定水準への評価】町は配布資料1-5で、想定する業務範囲・最低体制（開館時間中の配置、プール監視体制、有資格者、清掃・水質管理等）をお示ししています。この水準について、貴社の知見からの評価をお聞かせください。（1つに☑）
	☐ 妥当
☐ 過大（水準を下げる余地がある）
☐ 不足（水準を上げる必要がある）
☐ 判断できない

	（理由・具体的にご意見のある項目）






A-2　【必須】 【人員配置】運営に必要と想定する人員体制をご記入ください。
	職種
	想定人数（名）
	備考（常勤/非常勤の別等）

	管理責任者・統括
	
	

	受付・事務
	
	

	監視員（プール）
	
	

	インストラクター
（学校授業受託に要する人員を含む。）
	
	

	設備・保守担当
	
	

	その他
	
	


（配置の工夫についてのご意見）上記の配置において、人員配置に代替する工夫などがあれば、その内容をお聞かせください。
	









A-3　【任意】 【一般利用収入】利用料金（単価）は町が条例で上限を定めることを検討しています。利用料金制とした場合に貴社が希望する利用料金をご記入ください。
	一般利用収入の内訳
	希望単価（税込，円）
	想定利用者数
（人/年）
	想定収入
（千円/年）

	温水プール（一般利用）
	
	
	

	温水プール（子ども）
	
	
	

	温浴施設（一般利用）
	
	
	

	温浴施設（子ども）
	
	
	

	トレーニング室
	
	
	

	一般利用収入 合計
	
	
	


（料金水準へのご意見）上記をどのように考えて設定したのかをお聞かせください。
	






A-4　【必須】 【温水プール施設の自主事業】基幹運営費とは別に、事業者の創意工夫による自主事業を想定しています。どのような自主事業が実施できるかを、施設ごとにご記入ください（経費は事業者負担を基本とします）。※不足する欄は適宜追加してください。
	温水プールでの自主事業の種類
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	



	温浴施設での自主事業の種類
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	



	トレーニングルームでの自主事業の種類
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	



	敷地内での自主事業の種類
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	



A-5　【必須】 【光熱水費】光熱水費（特にガス代）は施設の仕様と運転条件でほぼ決まるため、指定管理業務に係る部分は町が負担する（実費）ことを想定しています。この前提について、お考えをお聞かせください。
次のうち、お考えに最も近いものをお選びください。（1つに☑）
	☐ 指定管理料に含め、清算項目とする
☐ 指定管理料に含めた定額としたうえで、削減できた分を事業者の収益とすることが望ましい
☐ 指定管理料に含めた定額としたうえで、一定以上変動した場合にスライド（改定）する方式が望ましい
☐ その他

	（理由・その他ご希望の仕組み）






A-6　【必須】 【温浴施設の事業性】温浴施設について、集客・収益面での評価と、事業性を高めるための条件（仕様・運営面）をお聞かせください。（1つに☑のうえ、理由をご記入ください）
	☐ 収益源として期待できる
☐ 条件次第で期待できる
☐ 収益面では期待しにくい

	（理由・事業性を高める条件）






A-7-1　【必須】 【一般利用収入の取扱い（インセンティブの仕組み）】一般利用収入は、利用料金制により指定管理者の収入とすることを検討しています。ただし、町が定める基準額を超える増収分の一部を町へ還元（納付）する仕組みなども検討しています。事業者の参入意欲が高まる「望ましい仕組み」について、お考えをお聞かせください。（あてはまるものに☑、複数可）
	☐ 基準額を超える増収分について、その一部を町へ還元する（増収分配方式）
☐ 利用料収入の全体に対して一定割合を町へ還元する（定率還元方式）
☐ 利用料収入を全額事業者収入とし、一定額を指定管理料の引き下げに充てる
☐ 利用料収入を全額事業者収入とし、指定管理料には影響させない
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（望ましい水準感や具体的な仕組みのご意見（任意））






A-7-2　【必須】 【自主事業の収益の扱い】A-4の自主事業（スクール・教室等）の収益は、本来事業者に帰属するものです。一方、町の資産を活用することから、利益が過大な場合等に一部を町へ還元する仕組みも考えられます。事業者が積極的に自主事業を展開しやすい「望ましい扱い」について、お考えをお聞かせください。（あてはまるものに☑）
	☐ 全額事業者に帰属させてほしい（還元なし。自主事業の育成を優先）
☐ 利益が一定額を超えた場合に限り、超過分の一部を町へ還元（過大利益時のみ還元）
☐ 利益の一定割合を町へ納付する仕組みでよい（定率納付）
☐ その他

	（望ましい水準感や具体的な仕組みのご意見（任意））




※ 一般利用収入（A-7-1）と自主事業（A-7-2）は性質が異なるため、扱いも別に検討します。具体的な割合や金額は、いただいたご意見を参考に町が制度設計します。
[bookmark: _GoBack]A-7-3　【必須】 【指定時間外の自主事業に係る経費負担】指定管理業務として指定する時間以外の時間※を利用して、自主事業（スクール・教室等）を実施する場合の、光熱水費等の需用費は事業者負担とすることを検討しています。事業者が積極的に自主事業を展開しやすい「望ましい扱い」について、お考えをお聞かせください。（あてはまるものに☑）
※例：町が、月曜休館日とする方向とした場合に、月曜も開館し自主事業を行う。９時開館21時閉館とした場合に、早朝7時から営業や、夜間22時まで営業し、スクール等の自主事業を実施するなど。
	☐ 指定管理業務時間以外の時間を利用した自主事業に係る経費は全額負担する
☐ 経費を負担する代わりに収益が一定額を超えた場合に限り、超過分の一部を町へ還元する
☐ 利益の一定割合を町へ納付する仕組として、事業者負担は無くしてほしい（定率納付）
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	（望ましい水準感や具体的な仕組みのご意見（任意））






A-8　【任意】 【試算の前提・留意点】上記の人員・収入の見込みにあたって置いた主な前提や、積み上げには表れない留意点があればご記入ください（例：複数年でならした場合の変動、開業初年度の立ち上がり、特定の前提が崩れた場合の影響、需要推計の根拠など）。
	







	②
	参入の条件（指定期間・リスク分担等）


B-1　【必須】 【指定期間】望ましい指定期間をお聞かせください。（1つに☑のうえ、理由をご記入ください）
	☐ 3年
☐ 5年
☐ 7年程度
☐ 10年程度
☐ その他・条件による

	（理由：投資回収、人材確保、自主事業の育成期間等の観点から）






B-2　【必須】 【物価・人件費の変動】人件費の上昇や物価変動に対し、指定管理料の改定・スライドの仕組みは必要ですか。必要な場合、望ましい仕組みをお聞かせください（光熱水費の扱いはA-5で伺っています）。
	








B-3　【必須】 参入の前提となるその他の条件（リスク分担、修繕の分担、募集条件等）をご記入ください。（特にない場合は「なし」とご記入ください。）
	






B-4　【必須】 本事業の魅力・懸念点について、率直なご意見をお聞かせください。
	








B-5　【必須】 【開業準備期間・開業準備業務】令和11年4月の開館に向けて、指定（議決）から開館までに必要と考える準備期間と、その間に必要となる業務・費用の扱いについてお聞かせください。
⑴ 必要と考える開業準備期間（1つに☑）
	☐ 6か月程度
☐ 1年程度
☐ 1年6か月以上
☐ その他（　　　　　　）




⑵ 開業準備期間中に必要となる業務と、その費用の望ましい扱い
	（人材募集・研修、システム導入、備品調達、広報・会員募集等の業務内容と、費用を指定管理料に含めるか別途の準備業務委託とするか等をご記入ください）







	③
	その他


C-1　【任意】 施設にネーミングライツの導入を検討しています。運営者となった場合に、ネーミングライツにも応募する可能性があるかお聞かせください。
	☐ ある
☐ ない
☐ 未定
☐ その他（　　　　　　）



C-2　【任意】 上記以外で、事業内容や募集要項、仕様書についての意見・提案、町に伝えておきたい事項・参考事例等があれば自由にご記入ください。
	







